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青森象の暦準について
湊　　正　雄器　深　川　淳　夫弗
I緒　言 皿地厨各節　］山野比
　　　　　　　　1緒　　　言
　　　　　　シf’へ　青森縣．ヒ北郡ヒ戸町の脚∫はづれを流れる七戸川に於て
今から約30年前の夏に，水浴中の子供達は，ふと岸遇の
崖に突出している異様なものに氣がっき・襲掘してみた
が，それは象牙であった。この子供達の中には，現在の
・ヒ戸町助役和田勇兵もおられた。その正確な場所は大静
洞の眞下である。
　象牙に引きつづいて，殆んど象一個酸分の主要な骨格
の殆んどすべてが探掘されたらしいのであるが，各人思
｛築
い黒いに持ち去ったため，今では全く分散して，此の貴
重な化石象の大部分は行方不明であ乱たr敬あって，
東窟農夫に蔵せられた右下顎骨，右下獅歯，右牙・主尺
骨並に骨の破片轍個のみが・後年・緯永重康・高井冬二
爾氏1）によって・研究記載されたにすぎない。
　筆者等は，1948年青森縣癩の依頼でこの地方の一般的
地質調査に從事した折・約一週間を此の地に過し・更に
湊は，1949年夏，旬日にわたって，補助的な調査にあた
ったが，その時，問題の化石像の暦準に就いても知見を
新にすることが出來たので，滋に報告する。現地の記述
に鴬b，御教示を添うした小川雨田雄學士に深謝の意を
表する。
1　　圃〕
0 5κ間
惑総
㎜　耐■
　　　　　　｛…．∵　　　　1冊　．
3　　　　：＝二＝　　　　　　　　　　　　　二＝二一
　　　’　　　　一　一・　……三＝
2　　　一　　　　　一　　　一．　’三
1　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　＿I一
！　　8　C　　0
7 □目弱姜
・繭鰯七ノ戸町近傍地質概念圓 A：淋積層　丑＝七ノ戸暦　C：倉石暦　D＝第三系 幡號は篭際に観察を行える魔簡〕
＊北海道大學理學部地質学鍍物學数室
1）徳永重康（（19洲：青森縣七戸町附近の地質と出土
　グ）象化石地質雄一VoL4S，p．67．
　S，Toklln肌g乱＆F．不乱kヨli（1936）二〇n日F二）鮒i1児一e＿
　ph乱nt』㍉伽eo！ω：伽一〇冊“ω皿伽伽仰5加hom　Shichino－
　he，K孔1nikit乱gun，A⑪lnori　Prefectul’e，J＾p乱n■池
　質雑VoL43，p．湘一
　　　　　　　　l1地層各節
　i）序説　　七戸町近傍の地質構成は，第ユ圖の地質
圖及第1表に示せるごとくであ孔始めに・一ヒ戸附近一
糟の地形について，簡醐こ述べる必要があるが，大屋分
的に（イ）山地，（口）段圧を構成する低夷なる丘峻地及
一一@28　一
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び（ハ）是等を侵蝕す’る河川系の沿岸に襲達する沖積物の三つに大分される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第　1表）
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第三紬暦 淡線色凝茨岩，集塊岩，暗色砂質頁岩，安山岩質岩脈
　（イ）山地とは，地域の西方を占めるもので，主とし
て火山岩，火山岩質陣暦岩より成る第三系によって構成
され，高斐200～300mに及び，著しく解析され・東方
の丘陵地とは，東方小川原沼方面より遠望すればいちぢ
るしい勤照を示している。
　（口）の丘陵馳の高度は東方沼崎方面では30～50m
内外であるが，西方に向って次第に高まり・七の戸町近
傍では，50皿内外になり，西方の山地に近ずけぱ，漸
次65～75m内外とゆう一蓮の平坦面を構成する屯一ので
あって，一ヒの戸川，中野川及び是らの川の小麦流の形成
する沖積地とは急崖を以て接してい乱この丘陵地帯を
構成する地質構成は，後述の如き，七の戸暦，倉石暦及
び段圧砂礫暦などである。
　ii〕第三紀暦　　淡織色凝灰岩及暗色砂質頁岩の互暦，
集塊岩，安山岩質岩脈等より成る。
　三浦山牧場の南方に於ては，角礫質疑荻岩，白色凝次
質頁岩等の薄互暦より成り，N13．W・70．Wの走向傾
斜をもっている。山館方面では，織色凝灰岩双葉塊岩よ
り成り，之を安山岩質の脹岩が貫いている。和田南方に
も七月暦に直接不整合に被覆されて，第三紀層が露出す
るが，これは緑色凝灰岩である。
　以上の如く片々たる露出の観察にすぎないが，おそら
く織色凝灰岩層として一括さる可きものである㌦
　iii）・ヒの戸暦　　一ヒの万暦の基底は，前述の如く和田
部落南方和田橋附近に於いて・明かなる不整合を以て，
第三紀線色凝灰岩を被覆している。基底は脛20cm内
外の安山岩礫を主鎖とする厚さ2．5mの累麿より成る。
更にその上方は，約90㎝■内外の火山灰質砂岩をのせ
ている。この上には不整合に，泥炭暦を基底とする倉石
暦がみられるが，之は軽石の大塊を含み，饒けた樹幹を
含む火山茨を主鵠とする火山泥流噴出物であ孔
　七の戸層の標準的な暦序は，七の戸町周麹の段丘面下
の崖で観察される（第2国及第3圖）。自口ち礫暦，火山灰
暦を主要構成因とし，泥岩暦及び亜炭暦を介在せしめて
いる。ここの麿序については少しく一，くわしくのべる。
　イ）最下位は厚さ約3mの礫暦より成る。礫は火山
岩類よ・り成り・他に第三紀暦を構成せる頁岩・砂岩の礫
暦を含む。礫暦は時に砂暦をはさみ，一般に酸化鐵によ
り褐色を呈する。
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　A：表土　丑：倉石暦　C：亜炭層相　D：ハロイサイト’化せる火1．1』
　灰相　E：人一1恢相　F1砂礫相（番號は第3国の番號に毅薩する〕
　口）此の上には，厚さ1mの茶褐色の泥炭質の粘土
履が來る。その上部には判然たる泥炭層のくることがあ
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る。これには甲虫とか・種々の植物の破片を含む。
　ハ）此の上位には，厚さ約2mの火山茨質の累暦が
來る。多くの場所では（H乱jOy日ite）＊に鍵っているし
L㏄一3でみられる如く一部では此の下に侵蝕間隙のみ
られるこ・とがある。勿論之は腐坦面の一形式にすぎない
のであって，不整合を讃明するものではない。
　この累暦の中には，この他にも一部ハロイサイトして
いる部分があるが，その部分は，亜族暦と薄互暦してい
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る部分に多いことは注目される。
　二）此の止位には厚さ約1m内外の礫暦がくる。時
に薄失することもあ・り，その性質は・（イ）に異らないが，
泥炭の腰をはさむことがある。
　ホ）此の更に上位には厚さ約3m内外の泥族を介在
する茶穂色の粘ニヒ層がくる。この中には，lLoc．1x）に於
て，ホウセンジクルIミ（ハgエ舳8ゐ0昏舳次α帥）を得た。こ
の腐準にもハロイサイトがみられる。
9
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　　　　　　　　七ノ戸町，噺地西方の地質柱状概念圖
ム1表土　　B　l1倉石層　　C：倉石届基底し合幹を含む部分i　D：亜族相　　E：砂礫層
亙：ハロサイト化せる火山荻　G：黄禍色火山荻亘一1黒褐色粘土　I：火111次　J：励磨
　ついで七の戸袋を産出した天神祠について述べると．ヒ
から弐の如くである。（第4圖）象化石産出の位置は，第
4園の桂朕固の妄印に當る暦準であることを，襲掘者の
一人，七の戸町在住の和田勇氏によって確認されている。
9
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七ノ戸町天称洞．青森象
蔵出地の地質甘状概念固
㈱鋭雌尺は第3目に伺じ〕
　さて七の戸暦を廣域的に追跡すると第1国に示す如き
廣範な分布を示すのであるが，水平的の相の聖化は，は
げしいが大鎧何れの個所に於ても・礫暦を介在する砂腐，
泥暦より成るのが首1萬であ孔今賢際に観察せる場所は
x）　負事2唾麸参貝賀。
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音森象の厨準にっいて
Loc－3以下兀。c．58買）に至るまでである。
。特筆に値するのは，㎞o．17に於て0柳芒砒の破片の
集積せる化石床型の地層がみられることと，「OC．41，
I一㏄・51方面では，穐圭厚暦の亜族暦の介在することと
である。L㏄．41，。Loo．57は何れも明治年間に探掘さ
れたこともあって・坑道は保存されてい携細かい地質
性状は必ずしも一致しないが・七の戸町近傍のL㏄．1
等のそれに大騒類似している。
　　　　　　　　　（錐　2表）
　　　此。・41鉢森南本坑入口の桂縦断面
表　　土：黒　　土
砂　　暦1濱砂を思ほせるもの，暗褐色，傭暦著
　　　　　　るし，2m
礫　　盾：5cm
砂　　暦：小周期傷暦1m
泥厨：12cm
砂　　盾：12om
泥　　厨：暗褐色・粘土質230111
砂　　層：特にルーズたもの2，5m
亜炭層：2o血
粘土層：青友色50卿
火山炭層125cm
亜炭層120cm
砂　　暦：40om
亜炭厨：80伽n特に〃吻α肌伽8の種子に富む。
粘土層：70cm
　ζの亜族暦をみると禾本科植物の璽，篤梗箏の破片
が非常に多く，時に甲虫とおぼしき昆虫の破片やその他
植物の遺腰にとむが，特に注目されるのは・みつがしわ
（Me吻伽伽＄か榊”岨）の種子の多量に含まれている
ことである。この種子はL㏄．41，57の坑道に於て極め
て容易に採集しうるものである。。斯くて，七の戸象は，
先に矢部長克瀬土，）が報告せる如く，”冊伽冊伽8の
暦準と同一の一ヒの万暦内のものであるとゆうことは確認
され，同時にこの暦準申に・七の戸町のハロイサイト粘
土を含むことが判明した次第であ糺
iv）倉石暦　　この地層を構成する屯のは15cm位
x）r㏄・14の北酉方，主要遺路に面して砂利風下に腕
　足類杢ふくむ凝炭質粘土居あリ。芝の風位的所属は
　胡にしえ榊・で｝・る。その他第1圃カ番號記入歯慮
　は賛際に野外観察を打つたところである。
2）矢部長克（194ア）一1江古田松結科植物化石厨の地質
　學上の意義，地質繊VoL53－p．104一
以下の軽石，火山岩の小塊，火山岩砂，火山茨などで，
た史一般に未凝固である。おそらく火山泥流の如ぎ，噴
出物暦であるとみられる。水中に於て，淘汰をうけたと
みられる黙は見當らない。むしろ包含する多量の樹幹は
天然木炭となってお．り，噴出に際して途中の植生をおし
倒して，熱の放削のすまない中に・むしやぎにしたとみ
られるような状態を示しているから，純粋の火山噴出物
とみるのが正しいであろう。厚さは3米粒であるが饗化
にとみ，三戸郡倉石村地方では可成厚くなっている。
侵蝕に際しては造崖姓で，時に悪地形を作っている。分
布の範園は七の戸地方では寧ろせま一く，三の戸郡一襯に
於ては虞く襲壌している。何れの地方に於ても，洪積世＝
段丘の最低位のものに切られ，下位暦たる七の月どは，
時に整合的にみられるが，むしろ著しい侵蝕間隙を示す
のが普1南であって、それを實見しうる場所は，枚撃にい一
とまがない。そこでこの置隙を，矢倉石厩隙とよんでお・
く。
　V）段丘礫暦　　この分布は限られている。七の戸川
に渦いLoo30及49において確認したのみであ飢し
かし露出の不良な時は，・一ヒの万暦中の礫暦と厚別しがた
いから，正確な分碗範園を定めることほ難しい。一般に
傭暦が著しく，水流の．影響が犬き一い堆積物である一。おそ
らく氾濫原の堆積物であろう。みた範園でほ厚さは4m
以下で，1爵常倉石暦を不整合に被覆レ時に直接七の戸
暦上に横はる。、卜位には極めて新潮の火山茨暦をみるこ
とがある。
一Vi）沖積層　　特別にのべること一はないが，一ヒの戸暦，
倉石鳳段丘礫暦より構成される段丘面の直接下の氾濫
原を構成するもので，此の中に，現河原の面より5m高
い低東面が保存されていることがある。それを構成ナる
ものは色々の砂利暦であって，現在の河原の堆積物と異
らない。是を特に氾濫原申の低位段丘堆積物として国分
しておく。恐らく・早期沖積世の生成として取扱って差支
えないであら㌦火山茨暦は全く現在の地形の完成後の
ものであり，丘陵地にも氾濫原にも，至る所にみられる
が・洗い去られて保存されない所もあ孔風化の著しい
場合は，倉石暦と厚別困難であって・地形圖、ヒに・正し．
くその分布を示すことは，土壌調査を併せ施行するので
次げれば，殆んど不可能である。
　　　　　　　　l11数　　　　比
　以、ヒにより，從來推定された如く，一ヒの戸象が地肌4
砂伽伽8．植物群と同暦準であって・跳の地方の洪積紀最
低位の段丘面下累贋申に含まれるものであるとゆうこと
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は正しい。そこでこの事費と，歯牙の形欝の示す進化系
列からいって，一ヒの万象は，洪積世末葉のものならんと
ずる哺乳動物化石專攻着の推定を，假りにそのま土容認
し・七の戸象を含む累暦が・新期洪積世のものとしても・
此の累暦のトには，・倉石層及び段丘礫麿のあることを確
認しなければならぬのであ乱前述の如く，七の戸暦に
は，ルg；舳ん0舳枇帥皿が含まれる。是は下末吉の實
泉寺に始めて知ら札一般には下部洪積世とされている
地衝から産出するのを普1睡としているが・是を以て直ち
に濁比をすすめることは無論出來ない。段丘礫層は，段
丘面生成の以前こ，或る気候的な條件によってもたらさ
れたものであり・この低爽平坦面の生成に先立って・必
ずしも多くの時間的璽過があったとしなくてもよい。け
れどもこの段丘礫層と七の戸暦の間にくる倉石暦なるエ
ピソードの．あったことは可成り重要な事費であろう。
　滋で一寸大膳にすぎるけれども，此の矢倉石間隙に重
馳をおき，闘裏地方の洪積麿と勤比をすすめるとすれば
立川階下の不整合が考えられ乱着しこれが承認される
ならば・江古田植物群が・ヒの戸地方のM‘冊伽帥〃榊植
第　2　號
物群（七の戸象の暦準）とは若干のづれがあると結論さ
れることになる。蓋し江古田植物群は・鶴えられる所に
よれば・大塚樽土によって關東ローム以後沖積世以前と
みなされているからである。われわれはこれをたしかめ
る爲に，東京の江古田附近をさまよったが・地理不案内
で果し穐なかった。しかし乍ら，關東ローム暦の生成，
倉石暦の生成以後この累暦の分布した地域では，一時の
間とはいえ，可成不毛の時期があった。このような黙に
ついても錫北上・考慮してみる必要がある。しかし乍ら
着し・犬塚聴士の所見が正しいならぱ・〃吻㎝〃岳植
物群から江古田植物群によって示される時代までが一
回一ム暦や倉石暦を來む一WOrm氷期に相懸ナると
ゆうことになるであろう。
　附記　十和田湖のカルデラ壁生成は倉石層直後らしい
　　　護がある。十矛胴カルデラのみならず，八甲田，
　　　支笏，クツ；ノヤ目次どについても，その生成時代
　　　について，筆者の一人湊は蛾に一定児をもつに至
　　　っている。是にっいてはに後蓮べる所存である。
岩石中の微量成分ウラニウムの意義と測定法
　岩石中に徴量に存在するUを測定する目的は大別す
ると茨の二つである。（I）岩石中の1J－R乱の平衡量
が從來信ぜら才している如く　3．4x1O－7であるか否か
を確めるためであ孔R母は非常に徴量であるに拘ら
ずその彊放射能的特性のため比較的容易にしかも正確
に測定閉來るがUはその放射能の微弱たために．Raよ
りも著しく多く存在ナるのに測定されたものは比較的
少～若し岩石中の徴盤のUがRa程度に正確に測定
きオし得たならばU－RaのMagma，lLava中に於け
る卒衡關係ひいてはそ牝らの起源的な問題にも新しい
いとぐちを一見出し得’る可能性があるが徴量の渕崖Uの
や』不確實な鮎。は人雑な化學操作の黒占でさまたげら
才しているφ地球化學に於て跣に水圏で問題になつ一でい
る如く岩圏に於けるU－Raの現賛の平衡は興味ある
問題である。（I［）火成岩に於て10｛年よリ音いもの
ではU－R乱は平衡に達し両者の』＝ヒが1：34x10－7
であるという放射能率衡が完全にあてはまるとき10拮
年よバ若い火成岩ではUに封じてRaは卒衡量よリ
少く從ってU－R齪両者を測定して岩石の年齢を測
定す孔か」る場合に岩石中の徴量Uの測定，が必要で
ある。
　岩石中の徴量Uの定．量法は現在三つに大別一される。
（A）間接法。岩石がユ05年よハ育くU一助が牛
（早瀬一一）
衡状態にあると者へら才しるものについてRaを測定し
こ才しと平衡量にあるUの量を算出する方法である。
（丑）直接計藪法。　U〃y（1941）が測売している方法
で岩石中よリ種々の共沈剤を用いてUのみを抽出し・
他の放射性物質をのぞく。Uの合有量はα計数管に
よリ知る。（C）Uの徴量螢光分析。徴量UをNaF
中に混じBe乱dsとして紫外線に照らすと著しい黄色
螢光を愛しこの反騰はU特有のものであリ他に同種
のものはほとんどないということは古くよリ知ら才Lて
いたことであるがこれをUの微量定量に用いたのは
Hemeggerで，海水中の徴最Uを建還1した。（lB）の
方法は（o）に比較すると極めて近代的ではあるがそ
の分離操作が極めて複雑でその上弱放射性物質である
Uと懸放射性物質を分離し，前者を言幟審でα測定
するという黙に危険がある。、（C）に於てはか」る心
配はなく特にHemeggerの實繊によるとU1O＝9／9
の含有量箭後で螢光と含有量がよく比例するという。
以上の如く岩石中の徴最一Uの測定は現在のところ
（C）が最も信用出來得るもので最近ではお茶の水女子
大學，中西正城庚か此の方法を改良きオして諸種の物質
について徴最Uを定量き才している。筆者も現在中西’
氏の方法で花嵩岩そ一の他の岩石中の微量Uを測定中
である。
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